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とはショックでした。しかし、
それと同時に私
たちもやっと「OO町
0
丁目：・」っていう住所
になったっていう、うれしい気持ちもありました。ただ、
「西岡本」っていう名前は客観的に
場所がわかりやすくていいが、
私は「野寄
0
丁
目・：」でもよか たのではと思いま た。ー野寄のいいと乙ろ 何ですか？
野寄のいいところは、
やっぱり子供たちを自
然と見守ることができること、
だんじりや七夕
祭りにはたくさんの子どもが集まり参加するので顔を覚えることができて、
少しずつ親しくなっ
て話ができるといったように、
町ぐるみ村ぐる
みでみんなが見守っていけるところ 素敵だと思います。
取材日
二O一六年
一月二六日
編集
野上拓希
大正から平成、
野寄の歴史と私の記憶
懐かしい野寄
昔、
野寄近辺の人々は住吉川を利用して素麺
を作ったり、
御影石を採取して加工したり、
ま
た、
六甲山麓では数多くの水車が連なり、
それ
等を生業にしていた。後に、
海沿いでは酒造業
が発達し、
そういう産業にからんだ仕事が多か
ったので、
野寄は比較的恵まれた場所であった
と聞いている。今の西岡本コ一丁目付近には、
鉄
工所、
交番、
料理屋、
寿司屋、
理髪店、
路地に
入ると銭湯、
その先にはカフェが、
と活気に溢
れていた。夏には、
夜店が出るほどにぎやかだ
った。銭湯の帰りにカフェに寄る。カフェにはアップル水、
ミルクコーヒー、
サイダー、
かき
氷に色のついたシロップをかけて楽しんだ。夕方には道路に水を撒き
床凡台を持ち出して、
世間話をしたり、
花火を楽しんだりした。そん
な時聞が夜中まで続 。
高井史郎さん
（八O歳代）
私は、
昭和一一年生まれで物心つく五歳くらい
から戦争が始まり、
生活が大変厳しくなって、
こ
うした風景も段々と様変わりした。にぎやかだった店も減り、
密であった住民同士の交流も薄れ、
それまでは、
隣保で米を借りたり、
味噌を借りた
り、
そうした親密な日常生活の環境が崩壊してし
まった。戦災から逃れるために疎開をする人もあり、
生活模様の一変してしまった。子供の頃は、
「あの人はあそこに住んでい 人や。何処から嫁に来た人で、
ご主人は何処ヘ勤めておられて、
子
供は何人いるか。」みんな分かっていた。それ、かもう全く分からなくなっ 。にぎやかな場所であったのが、
年月が過ぎて今の姿になった。当時を
振り返る時
何故そんなににぎやかでだったのか、
子供であった私 はよく分からない かし
大
正から昭和の初期 、
野寄はそんな華やかなと
ころでもあった。
4ゎ
「震災18年 震災のつどい」 遺族代表 藤本圭子さん 平成25年 1月17日
せ骨
4争
て H
4争せ骨4争
29 私たちの知らない「野寄」大正から平成、 野寄の歴史と私の記憶30 モ争
十
醐園調誠氏�－
大正時代の久原橋と久原邸 （甲南学園所蔵）
から野寄のお墓の辺りまでの広さがあり、
上女
中、
下女中が一OO人ぐらい働いていたそうだ。
灘高校の辺りには、
火力発電所があり、
馬場、
遊園地には子供の電車が走り、
小動物園、
桃畑、
西瓜畑が点在し、
屋敷内では松露も採れたそう
だ。
私の父は、
その発電所の助手を勤めながら
電気の知識を見ょう見真似で会得し、
その後電
気工事 商店 開業した。
少し経った頃、
房之助氏の東京への転宅が決
まり、
その息子さんが一緒に行こうと父を誘っ
てもらった。
乳兄弟であったから誘ってくれた
らしいが、
それを断って、
そのまま祖父も父も
久原家とは段々疎遠になった。
疎遠になってし
まったが、
一途に思っていた祖父は、
自分の危
篤時、
房之助氏から元気にしているかと電話が
あったと耳元で言った時、
はっと目を開けた。
起き上がろうとした。
身も心も入れて務めてい
たのでだろう。
当時、
奉公することに対して一
生懸命 祖父だと思う。
大金持ちは、
一体どういった生活を送ってい
たのだろうか。
こんな話を聞いたことがある。
あの時代には、
まだ冷房装置は無く、
夏はとて
も暑かった。
房之助氏は、
母のために山から水
を床下に導き、
その冷気を座敷の四隅の賓の子
から吹き出るよう、
仕掛けを作った。
まさに自
然が作る冷房だ。
大変大掛かりでお金もかかる
久原房之助と祖父
久原邸から二楽荘を望む （甲南学園所蔵）
大正の始め頃、
久原房之助（注一久原財閥の創
始者）という人が、
大阪から野寄の地へ屋敷を移
した（注一現在のオ1キッドコ1トの辺り）
。
ち
なみに、
平生凱三郎氏が甲南大学を創設する時に、
協力したのも久原氏であった。
祖父は、
久原氏の
屋敷をまとめるという役に就いていた。
房之助氏
の息子さんと父は、
乳兄弟であった。
だから、
房
之助氏との関係については、
祖父母からよく聞い
ていた。
そのころについて、
ああ昔そういうこと
があったんだ いうことを時々思 出している。
房之助氏は、
藤田男爵の甥にあたる人で、
奥さ
んは平野の有馬道の祇園さん（注一平野祇園神社。平清盛が福原に住 でいた頃、
祇園神社で大輪田
泊の構想を練ったという） 真下 おられた田村市郎さん宅の娘さんが久原家へ嫁いでこられた。房之助氏は、
叔父である藤田男爵の銅鉱山ヘ番頭
として勤めていた時、
藤田男爵が、
もうこの山は
あまり鉱石、かでないから閉山する、
と決めた で、
番頭をしていた房之助が「それなら私に譲ってほしい。」 頼んで
銅鉱山を譲り受けた。
その後、
岩盤が崩れて銅 脈が露出した。
それが久原財閥
（注一現在の日産、
日立、JXの源）の始まりであ
った。
久原家の屋敷は大きく、今の灘高校の辺り
高井さん 11月30日撮影
が、
あの時代にそのようなことが出来た。今、
世
界中で貧富の差が問題になっているけれど
当時
はどのような思いで大金持ちを見ていたのか、
少
し気になってしまう。
貧富の差、ところでない、
ア
メリカンドリームでな けれど、
そんなことが日
本であった時代 ある。
久原邸では、
村民に屋敷
を開放し、
宴瀞会を聞いたり、
昭和初期に野寄村
へだんじりを寄付したり、
また、
村に眼病が流行
した時、
村内の数か所に井戸を掘って村民の衛生
について心配したり、
何故そこまで村に、
その住
民に、
久原氏が貢献したのか。
私は世代が違うか
ら想像が かない。
財閥のお屋敷があったことで、
たくさんの雇用が生まれ 。
そして、
野寄地区が
潤ったのも事実のようだ。
戦争と野寄
戦争時は、
久原邸の跡地に川崎重工の典型的な
二階建ての木造の社宅が規則正しく並んで建っていた。
それを目がけて回
lNC
（注一米軍の爆撃機の
名）が焼夷弾を落としに来た。
多く建っていた社
宅は全焼し、
焼夷弾が風で煽られて近隣の家まで
焼けてしまった。
私は、
空襲警報、か鳴ると阪急の
線路の下の隠道に身を潜めてじっと飛行機 通り過ぎるのを待ってい
当時は、
どの家も深さ六
0センチメートルほどの防火用の水槽をモルタル
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で作り、その水をすくい、火を消すというのが使命だった（注一消火訓練。当時、避難訓練よりも、空襲による火災をバケツリレlで消火する訓練が行われた。）。学校では授業中、空襲警報が鳴れば、みんな自分の荷物を持って家に帰ってしまう。空襲警報解除の声が聞こえれば、また学校へ行く。席に着くと、隣にいたクラスメイトがいない。誰かが空襲で死んだ。話はそれ で 終 わ る 。 今 で あ れ ば 血 の 気 が 引 く か も し れないが、当時はもう慣れてしまっている。だから、焼夷弾が落ちて亡くなってしまっている人が横にあっても見向きもしない。
野寄には、焼夷弾、か落ちてきたが、国道二号
線から南側は、石綿工場や、帆布工場、飛行機を作っている川西航空機等、町工場がたくさんあった。こういうところへは焼夷弾ではなく、爆弾による空襲と使い分けているようだ。甲南市場付近では、爆弾が落ちた跡に一五メートルくらいの孔が点々とあった。そこに元々あった建物や土は、どこへ飛んだか分からない。どのようにして作ったのかと思うほど、絹麗なすり鉢状だった。
焼夷弾は、長さ六0センチメートルくらいの
六角状の筒にゼリ1状の油が入っており、その先に着火した布状の帯が付いていて、落下すると油に引火して爆発する。そして、一Oメlト
四
阪神淡路大震災と野寄
震災の時も戦争当時と同様で、二、三人亡く
なっても、
「 あ の 人 亡 く な っ た っ て 。 」 と 他 人 事
のようだつたが、言葉を交わした人や子供たちの姿を思い出すと、今から始まる永い幸せな人生があったことだろうと胸が痛む。
地震からコ一日くらい経った時に、「あの人ど
この人だったかな。」と出勤のタイミングで会えば会釈する程度の関係だった男性を思い出した。家屋は崩れている。声をかけても当然ながら返事はない。消防を呼び、捜索すると、男性が横になって寝ていた。でも、その時既に息をし て い な か っ た 。 が 、 ま だ 体 温 は 残 っ て い た 。もう早く気が付けば、親しくお隣同士の付き合いをしていれば助かったのかもしれない。近所の付き合いも大事だとつくづく思った。
遺体は、安置所に集められていた。この辺り
は、魚崎の小学校、か安置所になっていた。教室に行ったら遺体がずらっと並べられている。四O体数えて、あとは数えられなかった。
二一日に
一度くらい検死というものがあって、この人は窒息で亡くなった、この人は出血で亡くなった、など検視官の医師、か死因を特定しない限りその人は死んだことにはならない。火葬もできない。
ル四方に弾ける。それ故に、木造家屋は全て焼けてしまった。バケツで水をすくい、持って行ってたとしても、それは何の役にも立たない。ましてや、自分の身を守ることが最優先であるから、防空壕の中で身を隠していた。空襲警報が解除されて、外に出る時には既に辺りは燃えてしまっている 。
グラマン（注一米軍の戦闘機の名）
に襲われた
こともあった。焼夷弾を積んだ飛行機、か先に来て、空襲警報が解除されたのを見計らって、次にグラマンがやってくる。それから人を襲う。動く白いものが標的にされているから、白いシャツを着ていると狙われる。私は、国道二号線の住吉川の橋の下へ逃げ込み助かった。撃たれた痕跡には湯気が出ていた。
神戸には、三回ほど空襲があった。本山第二小
学校は、一学年百数人であったけれど、その聞に四、五人亡くなった。友達が亡くなったから悲しんでどうとか、思い出してどうとか、そのような余裕は全くない。人間性が亡くなってしまっている。本当に寂しい悲しい時代であった。一一度とあってはならない経験である。その後、死亡診断証明書をくれる。それを持って区役所ヘ行けば火葬証明書をもらえる。その火葬証明書があれば、日本国内の何処の火葬場ヘ行っても火葬してもらえる。しかし、この辺りの火葬場 は 、 二 日 く ら い 並 ん で 待 つ 予 約 が パ ン ク 状 態 にあ っ た 。
その後、私は救出しても御棺がないことに気が
付いた。急速ベニヤ板で御棺を作ろうとしたが、これが難しい。寸法をいくらにすればいいのか分からない。三0センチメートルでいいのか四0センチメートルでいいのか分からない。なので、火葬 場 に 知 人 を 通 じ て 確 か め た が 、 「 大 き く し た ら入らへんで1。」という一言だけだった。震災、か起きれば、
、 どんなことが起こるか分からない。難
しい思いもす
る 。
本山第二小学校が避難場所になった。京都三重
方面から応援に来た人たちは食料老トラックに積んで支援に来られた。野寄は、比較的六甲山に近いから、六甲越えであればこの辺りの渋滞した道路を通らなくても来ることが出来る。だから、トラックで応援に来てくれる人が多かった。改めて人の情に手を合わせる。
今でもお盆に墓で知り合いに
会えば、「生きて
いたらな、こんな年になっていたな。」と話をする。亡くなった人には気の毒で、言葉が無い。まさに災難そのものだ。
4ゎ
せ骨
4争
て H
ι 
4争
せ骨4争
33 私たちの知らない「野寄」大正から平成、 野寄の歴史と私の記憶34 モ争
十
五
だんじりと野寄
昭和二O年頃、
戦時中にだんじりは焼けてし
まった。野寄には、
石工や牛に酒米を積んで運
ぶ馬力引き等、
力仕事をする人が多かった。だ
から、
野寄のだんじりは、
比較的大きく重いも
のだった。しかし、
それが無くなってしまった。
昭和二五年のときに、
本山村は神戸市と合併
した。神戸市は、
我々は同じ市民だということ
で、
花電車を飾って一体感をアピールした。我
々はそれに応えるため、
神戸市の港まつりに合
わせて、
トラックをベニヤ板で囲い、
それに電
飾したものを作ったこともあ
その当時、
近隣地区のだんじりを借りて地区
内を巡行 ていた。岡本にはだんじりがあったことから、
羨ましい気持ちもあった。何とかし
ようと、
待望のだんじりを手に入れ、
何度も手
を加え、
熱心な多くの人たちの努力があって今
の状態になった。皆、がだんじり 憧れを持ち思い入れが強かったから、
今のような野寄のだ
んじりができたのだと思う。
野寄のだんじりは、
曳く人の人数が多い。と
同時に平均年齢が若い。今の役職の人たちは、できるだけ若い人たちを中心に活動するようにしている。経験があろう 無 ろうが
次世代
しすぎる気もする。今となっては、
懐かしさで
物言うんじゃなしに、
野寄をもう少しにぎやか
にすることができたらい なと思う。何か手掛かりを求め、
方法を考えることができれば、
も
う少し野寄を活性化させられるんじゃないか。村をもう少しにぎやかにさせ れるんじゃなかと思 。野寄大日神社の広い場所で土俵を作って、
子供が相撲をとっているような、
お祭り
を聞いて、
屋台があって、
にぎやかになれば楽
しいのに。でも、
それは今はもう夢物語かもし
れない。だから
Eいに隣の人が何をしておら
れるのか、
何人家族の家庭なのかぐらいは分か
るような、
せめてそんな温かい野寄になったら
いいなと願う。
取材日
二O一六年
二月三O日
編集
佃悠生
に繋ぐために、
先輩の人たちは若い人を中心にだ
んじり祭りを盛り上げるようにしている。しかし、事故があったら大変、
締めるとこは締める。これ
が野寄の特徴だと思う。
野寄では、
今でもだんじりを引く人たちが溢れ
ている。少々重いだんじりでも別にどうということはない。子供たちも多く、
ロープも一本では足
りないから、
二本継いで参加意欲を汲み取る。あ
りがた 話だと思う。村中み なが楽しみ している。思い入れの強いだ りを豪華 たり、保存した と ったことに努力し、
大事にしなけ
ればと力を入れている。だんじりが無い きの寂しさが身に泌みて るのか、
愛着や思い入れが強
い。だから、
毎年盛大にだんじりを出すことがで
きる。今となっては、
焼けて寂しい思いをしたそ
のことも無ではなかったとも思う
／＼ 
最後に
子供のころを振り返れば、
今の野寄は静かな住
宅街、だと思ってしまう。が、
これは時代の流れで
ある。八O歳にもなって、
昔のことを思い出して
懐かしんでいたって、
まさに今、
スピードの早い
時代が流れているから、
それはしっかり自分で心
得て受け入 な といけない。それでも道路を通ってる人がみんな知らん人ば かりやったら、
寂
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